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（様式１） 

大阪市立堀川小学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

 本校はこれまでに、大阪市教育振興基本計画の２つの最重要目標のもと、14 の取組を中心にして

学校運営を進めてきた。目標設定に対し、学校全体で詳細な振り返りや評価を行い、児童や学校の

実態に合わせた取組内容へと更新が図られ、常に目標を上回る成果を上げている。例を挙げると、

「いろいろな場面であいさつをしている」児童は 90％、「認知したいじめの解消率」は 100％、「マ

ーチングに取り組むことで得たものがある」と答えた 6 年生は 98％、「学校生活のきまりやルール

は大切だと思う」の肯定的回答は 97％、また、令和 3年度全国学力学習状況調査の平均正答率の対

全国比は全国平均を 1としたとき、国語 1.18算数 1.15であり、全国平均を大きく上回っている。 

しかしながら、学校を取り巻く状況は近年大きく変化している。新型コロナウイルス感染症の拡

大による子どもたちの活動の制限、児童数の急増と校舎建設により過渡期にある校内環境、社会と

学校の ICT 化と情報化社会の中での子どもの生活の変化、等により、本校児童にも多くの課題が浮

上している。中でも、不登校・配慮を要する児童の急増、体を動かす時間と場所・機会の確保は最

も大きな現在の課題である。さらに、令和４年度からの「大阪市教育振興計基本計画」に挙げられ

る「総合的読解力育成」について、本校としての取り組みを形作っていくこともこれからの課題と

なる。 

 令和 4 年度からの４年間、大阪市の掲げる基本理念の実現をめざし、３つの最重要目標を拠りど

ころとしながら、堀川小学校としての取り組みを具現化し実践していくために、以下のように目標

を定める。 

中期目標 

【安全・安心な教育の推進】 

○小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」

に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合８０％以上を４年間維持する。 

○年度末の校内調査における不登校児童の在籍比率を、各年度とも現在より低い水準で維持する。 

○いろいろな場面でのあいさつができる子どもを育てる。児童アンケートの「いろいろな場面であ

いさつをしている」の設問に対する肯定的回答の割合８０％以上を維持する。 

〇校内の美化を計画的に推進し美しい学校を作る。児童アンケートの「心をこめて清掃している」

の設問に対する肯定的回答の割合が令和 7年度末に８５％以上になるようにする。 

〇児童が、自分自身を振り返り、見通しを持ち意欲を持って成長できるよう取り組みを進める。中

学校との連携を年間に４回以上行い不安なく進学できるようにする。また、キャリアパスポート

を大人との関わりを持ちながら作成し確実に整理・蓄積する。 

〇インクルーシブ教育に関する研修を進める。医療的ケアや様々な障がいおよび児童の特性や傾向・

合理的配慮についての理解を深め実践する。全教職員が参加する研修会を年間２回行い、その他

の研修会についても年間計画に位置付ける。 

〇学校の特色の一つとして、伝統あるマーチングを継続し、保護者・地域住民に披露する場を工夫

する。児童・保護者への事後アンケート「マーチングに取り組むことで得たものがある」の設問

に対する肯定的回答の割合８０％以上を４年間維持する。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

〇文理融合的な内容を含む「総合的読解力育成」について、つけたい力やそれにつながる学習方法

への理解を深め、令和７年度までに本校での取り組みの形を確立する。また、読解力向上のため、

文意を理解する力を体系的に養う授業モデルを実践する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇あらゆる教科において、思考力判断力表現力を育成するため言葉による交流活動を進める。小学

校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合い活動を通じて、自分の考えを深めたり、

広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合３

５％以上を４年間維持する。 

〇小学校学力経年調査における「外国語（英語）の学習は好きですか」に対して、肯定的に回答す

る児童の割合を各年度とも８０％以上にする。 

〇小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全体比を同一母集団において経

年的に比較し前年度からの向上を図るほか、市平均を 1としたとき 1.1以上維持する。 

〇体を動かす時間と場所・機会を確保し、小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを

含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する児童の

割合を令和７年度末に７０％以上にする。 

〇規則正しい生活を実践する指導を行い健康への意識を高める。それにより学校生活や学習に意欲

をもって取り組み、友だちと関わり高め合う子どもを育てる。 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

〇ICT を活用した学習と児童の実態把握の取り組みを定着させる。校内調査「日々の授業の中で学

習者端末を活用して学習をしている」の項目について「ほぼ毎日」の回答を９０％以上にする。

また、実態把握のための ICT活用について持続可能な方法を確立し定着させる。 

〇勤務時間の軽減のため、ICT 活用により保護者への連絡・調査回答等の業務を効率化し、学校行

事の精選・取り組み方の見直しを図る。 

〇校内研修計画について、研修の行い方および研修への参加体制について改善を行う。教職員アン

ケートで「校内研修が充実していたと思うか」の肯定的回答を各年度とも８０％以上にする。 

〇図書室および校内の読書環境を整える。図書室移設に伴い蔵書整備を計画的に行うほか、校内読

書スペースの整備を 4年間で完結させる。 

〇分かりやすい情報発信・適切な情報の公開に努め、保護者アンケートの「学校は、家庭・地域と

の連携をとっているか」の肯定的回答を各年度とも７０％以上にする。 

 



２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安全・安心な教育の推進】 

全市共通目標（小・中学校） 

・小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対

して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 90％以上にする。 

・年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

・年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

学校園の年度目標 

①  いじめアンケートの効果的な時期を鑑みて実施し、実態把握に努める。さらに学級内での児童の

言動や様子を観察し、いじめを見逃さない体制を徹底する。学力経年調査の「学校に行くのが楽し

いと思いますか」の設問に対する回答で「そう思う」・「どちらかといえばそう思う」の割合を８５％

にする。 

②  令和５年度末校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を前年度より減少させる。 

③ 『堀川スタンダード』や『学校安心ルール』を守って生活できるように取り組む。いろいろな場面

でのあいさつができる児童を育てる。児童アンケートの「いろいろな場面であいさつをしている。」

の設問に対する肯定的回答の割合を８０％以上にする。 

④ 校内の美化を計画的に推進し、美しい学校をつくる。児童アンケートの「心をこめて清掃してい

る」の設問に対する肯定的回答の割合が８０％以上になるようにする。 

⑤ キャリアパスポートの実施により、中学に進学する不安等について把握し、中学校と連携して不安

を解消出来る取り組みを進める。さらに、「将来の夢や目標を持っていますか。」という児童アンケ

ートに対して肯定的に回答する児童の割合を８０パーセント以上にする。 

⑥ 医療的ケアが必要な児童の在籍に伴い、校内の支援体制を整える。また、校内外の研修に積極的に

参加し、全職員が共通理解し実践する。研修会や共通理解の場の持ち方を明確化し、児童の特性や

傾向・合理的配慮のための支援の方法などについて共有を図る。 

⑦ 学校の特色の一つとして、伝統あるマーチングを継続し、保護者・地域住民に披露する場を工夫す

る。事後アンケートで、児童・保護者とも「マーチングに取り組むことで（子どもたちが）得たも

のがある」の設問に対する肯定的回答の割合を８０％以上になるようにする。また、マーチングを

鑑賞する児童の意識が高まるよう工夫することで、本校の伝統が受け継がれていくようにする。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標（小・中学校） 

・小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、

広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を前年

度（３９．８％）以上にする。 

・小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全体比を、同一母集団において経年的

に比較し、いずれの学年も前年度より 0.03ポイント向上させる。 

・小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を

８０％以上にする。 

・小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する児

童の割合を 80％以上にする。 

・小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」

に対して、最も肯定的な「好き」を回答する児童の割合を 70％以上にする。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

 

学校園の年度目標 

① 日々の教育活動全般において、多読・速読など、言語活動の充実を図っていく。また、子どもの世界を広げ、

思考を深めるため、文理融合的な内容を含む、「総合的読解力育成カリキュラム」を開発し、総合読解力育成

のための授業を実施して、思考力・判断力・表現力の育成に取り組む。 

② 小学校学力経年調査・校内アンケートの「友達との間で話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり、広めた

りすることができている。」の項目に肯定的に回答する児童の割合を６０％以上にする。 

③ 学年が上がるにつれて、英語に対する苦手意識を持つ児童が増えてきている。授業づくりを工夫し、小学校

学力経年調査・児童アンケートにおける「外国語（英語）の勉強はすきですか。」に対して、肯定的に回答する

児童の割合を８０％以上にする。 

④ 令和５年度の小学校学力経年調査の平均正答率７０％以下の児童を同一母集団で比較し、いずれの学年も

前年度より 0.5ポイント減少させる。 

⑤ 本校児童の体力・運動能力に合った体育科授業と体育的な取り組みを通して運動に親しみ体を動かすこと

が好きな児童の割合を増やす。小学校学力経年調査・児童アンケートにおける「運動（体を動かす遊びを含

む）やスポーツをすることは好きですか。」に対しての肯定的な回答をする児童の割合を８０％以上にする。 

⑥ 規則正しい生活（早寝・早起き・朝ごはん）の保健指導・食育の両面で継続的に指導し、保護者へも啓発して   

いく。 

【学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小・中学校） 

・デジタル教材を活用した朝学習を週 3回以上実施する。 

・学習者用端末を活用した家庭学習を週１回以上実施する。 

・協働学習支援ツールを用いた学習を年１回以上実施する。 

・年次有給休暇を１０日以上取得する教職員の割合を 70％以上にする。 

・ゆとりの日を週に１回設定する。 

学校園の年度目標 

① 児童アンケートで「日々の授業の中で学習者用端末を活用して学習をしている。」の項目について「ほぼ毎

日」とこたえる児童の割合を９０％以上にする。さらに、スマートスクール次世代学校支援事業で導入している

心の天気、いじめアンケート等により児童の心の状態や日々の生活状況を可視化し、子どもの理解を深める

とともに、いじめ・不登校などの未然防止・早期発見・迅速な対応を実現する。 

② ゆとりの日の設定を定期的に行う。学校閉庁日については夏季休業期間中は３日以上、冬季休業期間中は２

日間以上行う。 

③ 研修計画を立て、令和５年度末の教職員のアンケートで「校内研修が充実していたと思うか。」の項目につい

て、肯定的に答える職員の割合を８０％以上にする。 

④ 図書室の移設にも対応しながら読書環境の整備に努め、蔵書の整備を積極的に行う。児童アンケ

ートの「読書が好き」の設問に対する肯定的回答の割合を８０％以上にする。 

⑤ 令和５年度末の学校アンケートの「学校は家庭・地域との連携をとっているか。」の項目について肯定的に答

える保護者の割合を７０％以上にする。 

 

 

 

 

 

 

【安全・安心な教育の推進】【未来を切り拓く学力・体力の向上】【学びを支える教育環境の充実】 

どの取組内容においても概ね指標を上回ることができている。 

「ほりかわスタンダード」「学校安心ルール」を中心に安全・安心な教育の推進に努めた。いじめや不登

校に対しても生活指導部会を中心に共通理解をして、家庭との連携を密にし、取り組んだ。 
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「総合的読解力の育成」にも計画的に取り組み、令和７年度からの本格実施に向けて研修を深めている。

学習面や学習環境の整備等は教職員の共通理解を図りながら進めることができた。体力の向上に向けては

体育科の授業の年間計画を綿密にたて、狭い運動場を工夫しながら活用し、児童の運動量を増やすように工

夫した。 

生活面では、コロナ禍からの新しいスタンダードづくりにも取り組んだ。児童の集団意識や規範意識の育

成に取り組んだ。学校行事も大きく変わり、児童数の増加も伴い見直す点も多い。運営に関する計画とは別

に SWOT分析にも取り組み、今年度の児童の様子や職員の取り組みを分析し、来年度に向けての振り返り

を行っている。 

 



(様式２) 

大阪市立堀川小学校 令和 ５ 年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

全市共通目標（小・学校） 

・小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いま

すか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 90％以上にする。 

・年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

・年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

学校の年度目標 

① いじめアンケートの効果的な時期を鑑みて実施し、実態把握に努める。さらに学級内での

児童の言動や様子を観察し、いじめを見逃さない体制を徹底する。学力経年調査の「学校

に行くのが楽しいと思いますか」の設問に対する回答で「そう思う」・「どちらかといえば

そう思う」の割合を８５％にする。 

➁ 令和５年度末校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を前年度より減少させる。 

➂ いろいろな場面でのあいさつができる児童を育てる。児童アンケートの「いろいろな場面

であいさつをしている。」の設問に対する肯定的回答の割合を８０％以上にする。 

➃校内の美化を計画的に推進し、美しい学校をつくる。児童アンケートの「心をこめて清掃

している」の設問に対する肯定的回答の割合が８０％以上になるようにする。 

⑤キャリアパスポートの実施により、中学に進学する不安等について把握し、中学校と連携

して不安を解消出来る取り組みを進める。校区内の新設「桜和高校」とも連携を図る。さ

らに、「将来の夢や目標を持っていますか。」という児童アンケートに対して肯定的に回答

する児童の割合を８０パーセント以上にする。 

⑥医療的ケアが必要な児童の在籍に伴い、校内の支援体制を整える。また、校内外の研修に

積極的に参加し、全職員が共通理解し実践する。研修会や共通理解の場の持ち方を明確化

し、児童の特性や傾向・合理的配慮のための支援の方法などについて共有を図る。 

⑦学校の特色の一つとして、伝統あるマーチングを継続し、保護者・地域住民に披露する場

を工夫する。事後アンケートで、児童・保護者とも「マーチングに取り組むことで（子ども

たちが）得たものがある」の設問に対する肯定的回答の割合を８０％以上になるようにす

る。また、マーチングを鑑賞する児童の意識が高まるよう工夫することで、本校の伝統が

受け継がれていくようにする。 

B 
 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 進捗状況 

取組内容①【１．安全・安心な教育環境の実現・いじめへの対応】 

いじめアンケートを実施し、実態を正確に把握する。また、実施後の教育相談の充実を図

るとともに、中学年以上は「心の天気」、「相談機能」を活用し、日々の児童の変容を見逃

さないようにする。 B 指標 

 いじめアンケートを毎学期（年３回）実施する。アンケート実施結果「心の天気」、「相

談機能」を見て、気になる児童には指導者は丁寧に聞き取りを行い、いじめの対応を１０

０％にする。 

取組内容②【１．安全・安心な教育環境の実現・不登校への対応】 

 職員全体で不登校傾向にある児童の共通理解を図る。また、生活指導部会やわかたけ担任

会を中心に学校全体で児童の支援ができる体制を整える。気になる児童のことはいいとこみ

つけに詳細に記入しておき、情報の共有と引継ぎが確実に行われるようにする。 B 
指標 

定期的に生活指導部会をもち、児童の実態を共通理解する。令和５年度末の校内調査に

おいて、新たに不登校になる児童の割合を前年度より減少させる。 

取組内容③【１．安全・安心な教育環境の実現・あいさつ】 

福祉委員会を中心にあいさつ運動やポスターなどによる啓発を行い、児童があいさつの

意味や重要性を感じられるようにする。また、来校者に対するあいさつの意識を高めてい

くために、あいさつ運動や生活目標に取り上げながら実施する。 B 
指標 

・あいさつ運動を学期に 1回行う。 

・生活目標に定期的に取り上げる。 

取組内容➃【１．安全・安心な教育環境の実現・校内美化】 

 清掃道具の整備を行い、心を込めた清掃活動ができるようにすることで、美しい学校を

つくる。 

B 
指標 

・月に１回「ピカピカデー」を設定し、呼びかけを行う。 

・環境委員会が月に一回各教室へ行き、清掃用具の点検を行う。また、教室やトイレの掃

除の仕方についてのポスターや動画を作成し、心を込めた清掃活動に取り組めるよう周

知する。 

・清掃活動の呼びかけを学期に１回程度、全校集会で全児童に周知することで、学校をき

れいに使うことを意識し、校内を美しく保てるようにする。 

・児童の実態や人数にあった清掃用具を充実させる。 

取組内容➄【２．豊かな心の育成・キャリア教育】 

小中連絡、養護教諭の交流、わかたけ学級の連携、中学校教諭による授業等、積極的に情

報を共有する機会を持つ。また、キャリアパスポートの実施により、児童が将来の目標を持

てるようにする。 B 指標 

・年４回（一年生は３回）キャリアパスポートに取り組む。 

・将来の夢を意識できたり、目標をもつことの大切さに気付けたりできるようなコメント

をする。 



取組内容⑥【２．豊かな心の育成・インクルーシブ教育】 

 医療的ケアが必要な児童の在籍に伴い、校内の支援体制を整える。また、発達障がい等の

配慮を要する児童、いじめ・不登校などで不適応が心配される児童の特性や傾向・合理的配

慮のための支援の方法について共有し、支援する。 

B 指標 

・医療的ケアの研修会を年に 3回行う。また、その他の発達障がい等、特別支援教育全般に

関する研修会を年に２回設ける。 

・医療的ケアが必要な児童、配慮を要する児童、不登校傾向の児童等の状況を共通理解し、

必要な支援をするために、特別支援学級担任が学年会に加わり、通常学級担任との連携を深

める。 

取組内容⑦【２．豊かな心の育成・マーチング】 

学校の特色の一つとして伝統あるマーチングに取り組み、校内・保護者・地域に披露する

場を工夫する。 

B 

指標 

・テーマ・練習の進捗状況を校内・保護者・地域に対して学期に 1回以上発信し、取り 

 組みの目的を共有する。 

・活動内容・練習方法・披露する場所を工夫する。 

・６年生では、学年全体で取り組むことの意義を常に考えさせ、取り組みを通して、友 

だち同士が互いに支えあう共生の心と自己肯定感を育むようにする。 

・１～５年生では、マーチングの鑑賞を通して自身でも取り組んでみたいという気持ち 

につなげ、伝統を受け継いでいく気持ちを醸成していく。 

・児童アンケートで１から５年生は、「マーチングを見て、自分もやってみたいと思う。」６

年生は「マーチングに取り組んで、自分にとって得たものがあると思う。」の肯定的回答の

割合を８０％以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【取組内容１】 

・年３回いじめアンケートを実施し、児童の実態把握に努めることができた。また、懇談前に実施することで

保護者とも情報を共有することができた。 

・いじめアンケート後、対象児童への対応はできている。また、対応後も継続的に見ていくことができた。 

・「心の天気」は入力できるようになってきているが、毎日入力することは時間の都合上厳しい。 

・個人の PC で「心の天気」が未入力の場合、グループモードを活用することで、入力できるようになってき

た。 

【取組内容２】 

定期的に生活指導部会をもち、共通理解をすることができた。「いいとこみつけ」に入力することで、来

年度に引き継ぐシステムもできている。不登校傾向にある児童に対しては、学級担任や管理職など、複数

の教職員で情報を共有し関係諸機関と連携することもできた。 

【取組内容３】 

・児童アンケートのあいさつの項目では、全体の 90％が肯定的な回答であった。 

・あいさつ運動や生活目標に取り上げてあいさつをすることができた。 

・福祉委員会のあいさつビンゴ等の取り組みがよかった。 

・6 年生国語科の取り組みがよく、全校で活発なあいさつができていた。 

・門であいさつをするだけでなく、いろいろな場面、様々な人にあいさつをする意識が高まっている。 



・朝のあいさつはしっかりできているが、下校・廊下のすれ違いでは、こちらからあいさつしても返って

こない児童もいた。 

・来校者へのあいさつはまだまだ課題がある。 

【取組内容４】 

・児童アンケートでは、校内美化を意識しているという児童が全学年 80％以上になっている。 

・月に 1度ピカピカデーを行い学校全体で清掃活動に取り組むことで、校内をきれいにしようとする意識

を持つことができた。 

・環境委員会の児童が、古紙回収や教室点検を定期的に行うことができた。 

・学期後半に清掃用具を購入してもらうことができたので、用具の充実を図ることができた。 

・子どもの意識は高まってきているが、階段や特別教室の清掃、集めたごみのとり残しなどがあり、今一

歩と感じる部分がある。普段から声をかけ、清掃への意識をもっと高める必要がある。 

【取組内容５】 

・全ての学年が既定の回数取り組むことができた。 

・目標を持ち意欲的に取り組めている児童が多くいるが、目標を持てず記入するのが困難な児童もいる。 

・１年間の目標をもつ機会にはなっているが、将来の夢を意識するまでにはいたっていない。 

【取組内容６】 

医療的ケアの研修会を、年間３回（わかたけ児童理解研修、夏休み明けの喀血について、緊急時趣味レー

ション）行い、配慮を要する児童の実態を職員で把握することができた。また、医療的ケア児を担当でき

る職員を増やし、児童のケアができる体制を整えた。緊急時シュミレーションの研修では、喀血した場合

を想定し、必要な体制について共通理解を図ることができた。 

 不登校傾向の児童への対応として、担当だけでなく複数の教員でかかわり、必要に応じてＳＳＷにつな

ぐなどの対策を取った。また「るるルーム」の他に「学習室」を利用するなど、できる限り児童の実態に

応じた対応を行った。常時、特別支援学級担任と通常学級担任とが連携を取り合いながら、情報共有する

ように努めた。 

【取組内容７】 

〇今年度の達成状況は中間評価で報告済み 

 

〇 テーマや進捗状況の発信⇒ 保護者・地域への案内に比べ、校内の案内は十分ではなかった。 

〇 全校の取り組みとして⇒ 各学年から 6年生に励ましや称賛のメッセージをもらい、 

互いに伝統を引き継ぐ意識を高めることができた。 

     〇 昨年度の反省をふまえて変更した点について… 

            ・活動内容⇒ ステージは３曲、第１曲はほぼ定位置での演奏、入場の簡素化 

            ・練習時間⇒ ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙの練習時間にﾏｰﾁﾝｸﾞ練習時間を組み込んだ。 

                   （ただし、外部講師来校時に体育学習の時間を圧迫することがあった。） 

            ・４年生「ふるさと」５年生「宇宙戦艦ヤマト」に取り組み始めたが、効果を検証していく。 

  〇 事後アンケートの結果⇒ ・ すべての学年で肯定的回答が 80％を上回っており、 

ﾏｰﾁﾝｸﾞに取り組むこと及びﾏｰﾁﾝｸﾞを鑑賞することの目的は達成されたと考える。 

・ 6年生の事後アンケートでは、各自、取り組みを通して学んだことを述べることができた。 

〇学校ｱﾝｹｰﾄでは、5年生のみ肯定的回答が 80%を少し下回っていた。次は自分たちだというﾌﾟﾚｯｼｬｰだと思われる。 

次年度への改善点 

【取組内容１】 

・「心の天気」の入力時間の確保をさらに工夫する。 



・再度、活用の在り方については検討、共通理解は必要。 

【活用例】 

・朝→午前中のどこかで入力（入力できていない児童はグループモードで入力。決まった時間は設定しない。） 

・「雨」などが続いていたら、声掛けをする。 

【取組内容２】 

・不登校になる児童の背景はさまざまであること、割合が曖昧なことから、指標の「新たに不登校になる

児童の割合を前年度より減少させる」という点を変更してはどうか。 

・校内だけでなく、外部機関との連携ができるように職員全体で情報を共有できる機会をもつ。 

・るるルームの体制についてどのようにしていくのか検討が必要。 

【取組内容３】 

・来校者に対するあいさつが十分だといえないので、担任以外の職員へのあいさつを重点して、広げてい

く。 

・福祉委員会の取り組みがとてもよかったので今後も継続して行う。 

・今年度高めた気持ちを来年度以降も継続できるように、みんなが意識をもって取り組んでいく。 

【取組内容４】 

・トイレ掃除が子どもだけでは不十分な所があるので、指導方法を徹底する。 

・教室以外の場所（トイレ・階段・特別教室など）を担任以外の先生で指導できるようにする。 

・委員会の清掃動画は早めに作成し、いつでも見られるようにしておくとよい。 

【取組内容５】 

・前回、記入した内容を忘れてつながりの無いことを記入する児童も多くいる。キャリアパスポートを児

童が振り返る時間を設けたり、新しく記入するときに見返したりする必要がある。 

・児童たちへ有効な教師からのコメントの方法も再検討。 

【取組内容６】 

・特別支援学級に在籍している児童、自校通級の児童、るるルームに通っている児童、不登校対応の児童

とそれぞれ異なる課題を抱えた児童を、限られた人数の教員がどのように指導にあたっていくか。環境の

設定、人材の確保について課題が多い。 

・るるルームの位置づけ 来年度より自校通級が設置されるが、るるルームを通級教室にするのか。 

・るるルームの利用の仕方について（どこまでるるルームの存在を公にするか。居心地が良すぎても教室

に戻りにくくなる。学級担任と保護者の考え方との間での調整の難しさ。） 

・シークレットの児童に対する学習支援の補償。 

・酸素交換が必要な児童について、酸素ボンベの交換を教員が行っているが、本来は医療的行為であり、

教員が行ってはいけないものであるはずで、改善していく必要があるのではないか。 

【取組内容７】 

☆ 以下の点について本年度中に検討し、令和 7 年度からの取り組みについて共通理解をする。 

 

〇 令和 7年度からは児童数増加⇒ ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ時にﾏｰﾁﾝｸﾞをすることができないため、実施時期を検討する。 

〇 曲数をさらに減らせないかという意見あり⇒ ｽﾃｰｼﾞ 2曲とするなら、4年生「ふるさと」5年生「宇宙戦艦ﾔﾏﾄ」の 

取り組みをどうするか、また選曲をどうするか、要相談。 

〇 4年生「ふるさと」5年生「宇宙戦艦ﾔﾏﾄ」の取り組みが学年の音楽学習を圧迫していないか検証する。 

〇 150周年記念「校歌（ﾏｰﾁﾝｸﾞﾊﾞｰｼﾞｮﾝ）」を演奏する時期をどうするか検討する。 

（打楽器パートがとても難しいので、外部講師が来ているときに練習を助けてもらうのが楽） 

 



(様式２) 

大阪市立堀川小学校令和 ５ 年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標（小学校） 

・小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを

深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答す

る児童の割合を前年度（３９．８％）以上にする。 

・小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全体比を、同一母集団にお

いて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.03ポイント向上させる。 

・小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する児

童の割合を８０％以上にする。 

・小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回

答する児童の割合を８０％以上にする。 

・小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好

きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する児童の割合を 70％以上にする。 

学校の年度目標 

① 日々の教育活動全般において、多読・速読など、言語活動の充実を図っていく。また、子どもの世界

を広げ、思考を深めるため、文理融合的な内容を含む、「総合的読解力育成カリキュラム」を開発し、

総合読解力育成のための授業を実施して、思考力・判断力・表現力の育成に取り組む。 

② 小学校学力経年調査・校内アンケートの「友達との間で話し合う活動を通じて自分の考えを深めた

り、広めたりすることができている。」の項目に肯定的に回答する児童の割合を６０％以上にする。 

③ 学年が上がるにつれて、英語に対する苦手意識を持つ児童が増えてきている。授業づくりを工夫し、

小学校学力経年調査・校内児童アンケートにおける「外国語（英語）の勉強はすきですか。」に対し

て、肯定的に回答する児童の割合を８０％以上にする。 

④ 令和５年度の小学校学力経年調査の平均正答率７０％以下の児童を同一母集団で比較し、いずれ

の学年も前年度より 0.5ポイント減少させる。 

⑤ 本校児童の体力・運動能力に合った体育科授業と体育的な取り組みを通して運動に親しみ体を動

かすことが好きな児童の割合を増やす。小学校学力経年調査・児童アンケートにおける「運動（体を

動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか。」に対しての肯定的な回答をする児童の割

合を７０％以上にする。 

⑥ 規則正しい生活（早寝・早起き・朝ごはん）の保健指導・食育の両面で継続的に指導し、保護者へも

啓発していく。病気予防に努めたという児童の割合を８０％以上にする。 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 

B 



 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【４．誰一人取り残さない学力の向上・言語活動・理数教育の充実】 

学力の向上に向けた言語活動の充実として、国語科「情報の扱い方」「説明・報告」領域か

ら年間 1単元を重点単元に設定して、言語能力（総合的読解力）を育成する。成果物を作成

し、学んだことを表現する活動を行う。 

理数教育の充実のため、ハンズオンを大切にした教育を推進する。算数科では実物を活用

した学び、理科では実験・観察を取り入れた学びを充実させる。 A 
指標 

・国語科「情報の扱い方」「説明・報告」領域から年間１単元を重点単元に設定する。 

・算数科では、実物を活用した学びを年間１単元設定する。 

・理科では、実験・観察を取り入れた学びを年間１単元設定する。 

取組内容②【４．誰一人取り残さない学力の向上・主体的・対話的で深い学び】 

教科・領域の指導において、子どもにどのように力をつけさせたいのかを明確にした指導

計画・実践を目指し、全学年で授業研究に取り組む。 

B 

指標 

・各教科の授業研究（一人一授業含む）において、“単元を通して、何を目的としてどのような

内容を交流するか”という視点をもち、授業を実施する。また、授業研究（授業）後に、参観

者のコメントシートをやり取りすることで、授業力を高める。 

・前年度までの体育科の研究を活かし、授業前に、学年で、子どもたちの視点に基づいた授業展

開を考えるようにする。また、年間指導計画をもとに、領域ごとの到達度目標を設定し、“（教

師が）教えること”と“（子どもたちが）)気づくこと”を明確にする。 

・児童アンケートにおける「話し合い活動」に対する肯定的な回答（児童）を昨年度よりも１ポ

イント増加させる。  

取組内容③【４．誰一人取り残さない学力の向上・英語教育の強化】 

 児童が英語活動に対して苦手意識を持たず、楽しく参加できるように工夫した授業づくり

や活動に取り組む。 A 指標 

・外国語の授業づくりのための研修を行い、児童が授業の中で楽しみながら学べる環境を作 

る。  

取組内容④【４．誰一人取り残さない学力の向上・全市共通テストの実施と分析・活用】 

小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率を向上させるための取り組み

を実施する。 

B 指標 

・前年度の学力経年調査の結果を踏まえ、平均正答率が低かった単元を把握し、重点的に指

導する。また、それらの単元を学校全体で共有することで、児童がつまずきがちなポイン

トを踏まえた系統的な指導に生かす。 

取組内容⑤【５．健やかな体の育成・体力・運動能力向上のための取組の推進】 

 本校児童の体力・運動能力に合った体育的な取り組みを通して、体を動かすことが好きな

児童を育てる。 B 
指標 



・運動委員会を中心に学期に 1 回程度、体育的な取り組みをする。 

・月に 1 回シナプソロジーの日を設定し、運動に親しむ機会をつくる。 

取組内容⑥【５．健やかな体の育成・体力・健康教育・食育の推進】 

主体的に健康的な生活習慣を身につける。 

B 
指標 

健康委員会の活動（テレビ集会・放送・ポスターなど）や保健指導、栄養指導、学級指導など

様々な機会で「う・ま・く・き・た・え・て（うがい・マスク・空気の入れ替え・規則正しい生

活・体力をつける・栄養バランスの良い食事・手洗い）」の合言葉を周知させ、習慣づくように

する。アンケートでの肯定的回答の割合を８０％以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【取組内容１】 

国語 年間１単元以上、成果物を作成し、読むことと関連させた学びを設定した。教科書で学んだ

ことを実生活の中で生かす場面が多く設定することができ、豊かな学びにつながった。（例え

ば、図鑑を作成し図書室に掲示する。あらすじを考え保護者に聞いてもらう。取り組みを考

え校内で実行する。） 

算数 複数単元で実物を活用した学びを設定した。実物を活用することにより、図形や数量関係の

理解が進んだように思う。どの子にも学びやすい学び方であった。 

理科 ほとんどの単元で、実験・観察が設定できた。実際に目で見て、手で触って考えることがで

きる学びは、理解につながった。 

【取組内容２】 

・コメントシートがあることで、授業者は改善点が明確になった。また授業参観者は、コメントシ

ートの視点がはっきりしていて、見るポイントが明確になった。 

・どの学年も、「話し合い活動」を取り入れて授業を進めることができた。 

・体育科においては、年間計画をもとに、授業展開を考えて取り組むことができた。ただ、国語科

も体育科もどちらも取り組むことが難しいと感じる場面もあった。 

【取組内容３】 

児童アンケートの結果は、「英語の授業は楽しい」「英語の授業が好きだ」という項目で肯定的な回

答が 90％という数値を得ている。低学年はモジュールタイムを中心に、中学年は外国語活動を核に

してモジュールタイムにも、高学年は英語の教科の時間を中心に C-Netのネイティブの先生と授業

に取り組み、モジュールタイムにもできる限り時間を使って取り組んできた。 

 モジュールタイムにおいて教材が不足してしたもの（絵本・CD・DVD など）は、パワーポイント

や動画ファイルに変更して Teamsにアップロードし、指導しやすい環境を整えた。 

 夏季休業中に研修を実施して、２学期以降の指導において、発音やゲームの時間に取り入れるこ

とができた。 

【取組内容４】 

・昨年度の結果を踏まえた重点単元の設定、指導を行うことができた。また、学校全体で重点単元を共

有することができた。 

・単元テスト後に、誤答の多い問題について対策（補習、復習等）を講じた。 

・年間指導計画に沿った学習指導を行うことができている。 

・国語科においては校内での研究や研修を通して、教員の授業力向上につながった。その結果、日々の

授業が子どもたちにとってより分かりやすくなったと思われる。 

【取組内容５】 



・運動委員会を中心に学期に 1 回、体育的な取り組みをすることができた。（1 学期ボール週間、２

学期なわとび週間、３学期かけ足タイム） 

・２学期よりテレビ集会の日にシナプソロジー運動を放送したが年度初めから取り組むことができ

なかった。 

【取組内容６】 

アンケート『「う・ま・く・き・た・え・て」を意識して、病気の予防に努めている。』の肯定的回答が、 

６年７５％、５年７５％、４年８８％、３年９３％、２年９０％、１年９３％であった。全体とし

ては肯定的回答が８７％となり、中間８２％からさらに増え、指標を上回ることができた。 

 健康委員会の活動や保健指導、栄養指導、学級指導、運動委員会によるなわとびやかけあしの取

り組みなど、様々な場面での取り組みの成果が表れている。 

次年度への改善点 

【取組内容１】 

次年度以降も成果物があることで学習に意欲的に取り組んだ。言語能力を育成するために、国語科

での成果物を活用した学びを継続したい。 

ハンズオンを大切にした学習により、理数教育が充実した。引き続き、取り組むためにも学校の教

具を充実させることと、児童費で購入する学習用品の充実を図る必要がある。可能な限り活用して

いく。 

古い教具があるため、修理買替等の必要がある。 

【取組内容２】 

・コメントシートは継続して活用していく。 

・研究授業の日程の改善 

・どの教科の学習でも、話し合い活動を取り入れ、目的を明確に設定する。 

【取組内容３】 

クラス数の増加により、C-Netの先生に授業に入ってもらう時数の確保が難しくなってきている。

来校してもらう曜日数を増やすことは難しいが、授業時間が 1日６時間の確保ができる曜日に変更

してもらえるよう要望する。 

モジュールタイムにおいては、年度当初に各学年や学級で取り組み方に差が出ないように、指導内

容と進度について研修を実施できるようにする。 

【取組内容４】 

・他学年の結果を一覧で、いつでも見られるようにしたら系統的な指導に生かすことができる。 

・継続した指導が必要。今年度の結果も分析し、次年度の指導に生かすことに意義がある。 

・補習等の時間の確保が難しい。 

・経年の結果が２月末にわかるので、達成状況の判断ができない。 

【取組内容５】 

・取り組み内容「体を動かすことが好きな児童を育てる。」に関しての指標として適切な内容だった

か。 

→外遊びの充実を図る。鬼遊びやドッジボール以外の遊びができるように休み時間の割り当て、講

堂の開放、遊びの紹介などを考える必要がある。 

・アンケートの質問内容の精選 

→「体育科の授業で前より上手になったと思う運動がある」を「休み時間、運動場で遊ぶ回数が増

えた」など 

 



【取組内容６】 

これからも委員会や保健・栄養指導まかせの取り組みにせず、教職員全体で普段から児童へ啓発 

し続けることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(様式２) 

大阪市立堀川小学校 令和 ５ 年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小学校） 

・デジタル教材を活用した朝学習を週 3回以上実施する。 

・学習者用端末を活用した家庭学習を週１回以上実施する。 

・協働学習支援ツールを用いた学習を年１回以上実施する。 

・年次有給休暇を１０日以上取得する教職員の割合を 70％以上にする。 

・ゆとりの日を週に１回設定する。 

 

学校の年度目標 

➀令和５年度校内調査「日々の授業の中で学習者用端末を活用して学習をしている。」の項目につい

て「ほぼ毎日」とこたえる児童の割合を９０％以上にする。さらに、スマートスクール次世代学校支援事

業で導入している心の天気、いじめアンケート等により児童の心の状態や日々の生活状況を可視化

し、子どもの理解を深めるとともに、いじめ・不登校などの未然防止・早期発見・迅速な対応を実現す

る。 

➁ゆとりの日の設定を定期的に行う。学校閉庁日については夏季休業期間中は３日以上、冬季休業期

間中は２日間以上行う。 

➂研修計画を立て、令和５年度末の教職員のアンケートで「校内研修が充実していたと思うか。」の項目

について、肯定的に答える職員の割合を８０％以上にする。 

➃読書環境の整備に努め、蔵書の整備を積極的に行う。児童アンケートの「読書が好き」の

設問に対する肯定的回答の割合を８０％以上にする。 

➄令和５年度末の学校アンケートの「学校は家庭・地域との連携をとっているか。」の項目について肯定

的に答える保護者の割合を７０％以上にする。 

B 
 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【６.教育 DXの推進・ICTを活用した教育の推進】 

学習者用端末を活用して、スマートスクール次世代学校支援事業で導入されている心の天

気やいじめアンケートで児童の心の状態や日々の状況を可視化し、児童の理解を深める。 

A 
指標 

・発達段階や学習場面等に合わせて、学習者用端末やデジタル教材を有効的に活用する。 

・ICT 機器を活用したプレゼンテーションスキルの向上のために、各教科の中で学習者用端末等

を使ったプレゼンテーションをする機会を設定する。 

・学習者用端末で、スマートスクール次世代学校支援事業で導入されている心の天気やいじめア

ンケートを児童の心の状態や日々の状況を可視化する。 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



取組内容②【７．人材の確保・育成としなやかな組織づくり・働き方改革の推進】 

 教員が子どもたちの前で健康で生き生きと働くことができ、子どもたち一人一人に向き合う

時間を確保することができる環境づくりに努める。 

B 指標 

 「ゆとりの日」を定期的に設定し、設定した日には退勤時間を遵守する。ICTを活用して保

護者へのアンケートや児童アンケートを行い、実務の効率化をはかる。 

取組内容③【７．人材の確保・育成としなやかな組織づくり・教員の資質向上・人事の確保】 

 実践的指導力の向上、知識・技能を習得するために積極的に研修に参加する。また、研修等

に参加しやすい環境を整える。 B 
指標 

 校内や個人で年間計画をたて、それに基づき研修に努める。  

取組内容④【８．生涯学習の支援・学校図書館の活性化】 

 図書室の整備をはじめ、学級文庫の充実、読書スペースの整備、市立図書館の団体利用など

を進め、読書環境の整備に努める。 

B 指標 

読書環境の整備を定期的に点検する。 

 学級文庫の本を学期ごとに交換する。 

 読書ボランティアの活躍の場と交流の場を設定する。 

取組内容➄【９．家庭・地域等と連携・協働した教育の推進・地域学校協議活動の推進】 

 学校だよりやホームページを通して積極的に情報発信を行う。学年でも定期的に児童の様

子をホームページに掲載する機会を持つ。また、登下校の見守り活動、読書活動支援、地域と

の交流行事など、学校・地域・家庭の連携による取り組みを推進していく。 B 
指標 

 「わたしたちのほりかわ」を活用し、地域や学校について学ぶ機会を設定する。ホームペ

ージに月ごとの発信回数を決め、計画的に児童の様子を知らせる。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【取組内容１】 

・各学年の発達段階や学習場面に合わせて、一人一台端末でデジタル教材やデジタルドリル、アンケ

ートなど有効的に活用できている。 

・各学年の国語科や社会科、総合的な学習の時間などにプレゼンテーションを使用し、発表などの機

会をもつことができている。そのため、プレゼンテーションスキルが向上している。 

・学習者端末を活用して、心の天気やいじめアンケートを行い、教員が確認することで、児童の理解

を深めることができた。 

【取組内容２】 

個人懇談会のアンケートの集計の改善により作業時間が短縮された。連絡事項や手紙をメールで配

信することにより、作業の効率化につながった。「ゆとりの日」が設定されても業務の関係で、時間

を遵守することができない場合が多い。 

【取組内容３】 

学校全体で研修計画通りに研修を実施し、内容もとても充実していた。充実した研修により、指導力

の向上、知識・技能の習得につながった。 

【取組内容４】 

・一人１授業の参観の方法を検討する 



・校外への研修に参加しやすい体制づくりに努める 

【取組内容５】 

学年ごとに担当者を決め、ホームページに掲載することができ、ホームページの内容が充実した。

地域の人との交流を多くの場面でもつことができた。児童会を中心にお世話になった地域の人々に

「ありがとう集会」を計画し、感謝の気持ちを伝えることもできた。 

 「わたしたちのほりかわ」は、学年の学習計画にリンクしている場合は有効的に活用することがで

きたが、すべての学年で活用することはできていない。 

次年度への改善点 

【取組内容１】 

・学年ごとにどの程度使用（使用頻度やスキルの習得）するのか計画を立てる。 

・学級で全員が端末を使うとネットワークがスムーズにつながらないことや教室によって Wi-Fi が

使えない教室あるので、インターネット環境のさらなる増強が必要。（ポケット Wi-Fi などを活用す

るなどの工夫が必要） 

・一台端末の故障や転入生があったときに、すぐに予備機を渡すことができないので、台数に余裕が

あるようにしていく。そのためにも、故障機を減らせるように、学年の初めや学期ごとに端末の使い

方を確認し、大切に扱うように指導を行う。（持っていくときは両手で持つ。落とさない。背景を変

更しないなど） 

・心の天気を余裕をもってする時間がない。特に帰るときに時間がないことが多い。 

・いじめアンケートなどのアンケートを行うときには内容をしっかり確認しながら項目に応えてい

くように先生の声掛けが必要。 

・ICT支援員を月 2回ではなく、もっと多く来てもらいたい。（週１回程度） 

【取組内容２】 

・SSSへの依頼の仕方の徹底や工夫をする 

・欠席児童への連絡を電話ではなく、ミマモルメの返信機能を活用する 

・退勤時間が個人によって違うため、学年打ち合わせの日を設定する必要がある 

【取組内容３】 

・一人１授業の参観の方法を検討する 

・校外への研修に参加しやすい体制づくりに努める 

【取組内容４】 

・教室近くに読書スペースを設置してほしい学年もあるので、委員会活動で読書スペースを設置する

取り組みを今後していきたい。 

・学級文庫の本を年４回から５回できるように行事予定に設定する。 

・くすくすの時間設定を 8 時３０分から４０分に定めたい。また、日程について事前に分かれば担任

も助かることが多いので、月間予定表に入れてくれると嬉しい。 

・今年度の意見を取り入れ、次年度のシフカブールカの実施は１～３年生の低学年で実施する。 

【取組内容５】 

各学年ごとに年１回は交流行事を設定し、地域の人々と児童が顔見知りになれるようにしてはどう

か。 

（例えば、七輪体験を地域の方に手伝ってもらう・・交通安全指導を見守り隊の方に手伝ってもら

う・・など） 

「わたしたちのほりかわ」の活用方法を検討する。 

 


